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感 じます｡この ｢岡山大学第数 ･数学教育学会｣もこれまで以上に､教材開発の研究
が望まれます.他人のまねごとではなく､自分自身が考え出したものです｡子どもた
ちの生き生きとした姿は､実は教師の姿が投影されたものです｡
ここまで話が進むと､みなさんは坂田前会長さんの吾桑を思い出されるのではない
でしょか｡ ｢子どもの算数数学好きにするには､まず､教師が算数数学を好きでなけ
ばならない｣と｡
坂田前会長さんや高橋会長さんの ｢算数数学を心から愛されている姿と魅力あふれ
る人柄に触れ｣改めて見直し､ ｢ご坂よりも算数数字が好きである｣という先生の集
合体にしていくための発信源に､この会をしていこうではありませんか｡
